
米子工業高等専門学校 開講年度 令和02年度 (2020年度) 授業科目 微分・積分
科目基礎情報
科目番号 0028 科目区分 一般 / 必修
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 3
開設学科 建築学科 対象学年 2
開設期 通年 週時間数 3
教科書/教材 「新基礎数学」「新微分積分Ｉ」大日本図書、　「新基礎数学 問題集」「新微分積分Ｉ 問題集」大日本図書
担当教員 倉田 久靖,古清水 大直,堀畑 佳宏
到達目標
等差数列、等比数列、漸化式と数学的帰納法について理解し応用できる
初等関数およびそれらの合成関数の導関数について理解し、応用できる
各種関数の不定積分について理解し、応用できる
各種関数の定積分について理解し、応用できる
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安
等差数列、等比数列、漸化式と数
学的帰納法について理解し応用で
きる

数列の応用問題が解ける． 数列の基本問題が解ける． 数列の基本問題が解けない．

初等関数およびそれらの合成関数
の導関数について理解し、応用で
きる

初等関数の合成関数の導関数を計
算でき，応用できる． 初等関数の導関数を計算できる． 初等関数の導関数を計算ができな

い．

各種関数の不定積分について理解
し、応用できる

各種関数の不定積分計算を応用で
きる．

各種関数の不定積分を計算できる
．

各種関数の不定積分を計算できな
い．

各種関数の定積分について理解し
、応用できる

各種関数の定積分計算を応用でき
る． 各種関数の定積分を計算できる． 各種関数の定積分を計算できない

．
学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 A
教育方法等
概要 数列、関数の極限と導関数、導関数の応用、定積分と不定積分、積分の計算について学習する．
授業の進め方・方法 教科書を中心に講義を進め、教科書、問題集の問を割り当て、演習等を行う．
注意点 質問は随時受け付ける．なお、担当教員以外に質問しても良い．
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス，等差数列 等差数列の一般項やその和を求めることができる。
2週 等比数列 等比数列の一般項やその和を求めることができる。

3週 いろいろな数列の和 総和記号を用いた簡単な数列の和を求めることができ
る。

4週 漸化式と数学的帰納法 漸化式と数学的帰納法について理解し，応用できる。

5週 関数の極限 簡単な場合について、関数の極限を求めることができ
る。

6週 微分係数 微分係数の定義を理解し、微分係数を求めることがで
きる。

7週 導関数 導関数の定義を理解し、導関数を求めることができる
。

8週 前期中間試験

2ndQ

9週 導関数の性質 積・商の導関数の公式を用いて、導関数を求めること
がができる。

10週 三角関数の導関数 三角関数の導関数を求めることができる。
11週 指数関数の導関数 指数関数の導関数を求めることができる。
12週 合成関数の導関数 合成関数の導関数を求めることができる。
13週 対数関数の導関数 対数関数の導関数を求めることができる。
14週 逆三角関数の導関数 逆三角関数の導関数を求めることができる。
15週 前期末試験
16週 復習など 復習など

後期 3rdQ

1週 接線と法線 簡単な場合について、関数の接線の方程式を求めるこ
とができる。

2週 関数の増減 関数の増減表を利用して、極値を求め、グラフの概形
を描くことができる。

3週 関数の極大・極小 関数の増減表を利用して、極値を求め、グラフの概形
を描くことができる。

4週 関数の最大・最小 極値を利用して、関数の最大値・最小値を求めること
ができる。

5週 不定形の極限 簡単な場合について、関数の極限を求めることができ
る。

6週 高次導関数，曲線の凹凸 2次の導関数を利用して、グラフの凹凸を調べることが
できる。

7週 媒介変数表示と微分法 関数の媒介変数表示を理解し、媒介変数を利用して、
その導関数を求めることができる。

8週 後期中間試験



4thQ

9週 不定積分 不定積分の定義を理解し、簡単な不定積分を求めるこ
とができる。

10週 定積分の定義
定積分の定義と微積分の基本定理を理解し、簡単な定
積分を求めることができる。簡単な場合について、曲
線で囲まれた図形の面積を定積分で求めることができ
る。

11週 定積分の計算，不定積分の公式
不定積分の定義を理解し、簡単な不定積分を求めるこ
とができる。定積分の定義と微積分の基本定理を理解
し、簡単な定積分を求めることができる。

12週 置換積分法・部分積分法 置換積分および部分積分を用いて、不定積分や定積分
を求めることができる。

13週 置換積分法・部分積分法の応用 置換積分および部分積分を用いて、不定積分や定積分
を求めることができる。

14週 いろいろな関数の積分 分数関数・無理関数・三角関数・指数関数・対数関数
の不定積分・定積分を求めることができる。

15週 学年末試験
16週 復習など 復習など

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 数学 数学 数学

等差数列・等比数列の一般項やその和を求めることができる。 3 前1,前2,前
3

総和記号を用いた簡単な数列の和を求めることができる。 3 前4,前5
簡単な場合について、関数の極限を求めることができる。 3 前6,後5
微分係数の意味や、導関数の定義を理解し、導関数を求めること
ができる。 3 前7

積・商の導関数の公式を用いて、導関数を求めることがができる
。 3 前9

合成関数の導関数を求めることができる。 3 前12

三角関数・指数関数・対数関数の導関数を求めることができる。 3 前10,前
11,前14

逆三角関数を理解し、逆三角関数の導関数を求めることができる
。 3 前13,前15

関数の増減表を書いて、極値を求め、グラフの概形をかくことが
できる。 3 後2,後3

極値を利用して、関数の最大値・最小値を求めることができる。 3 後4
簡単な場合について、関数の接線の方程式を求めることができる
。 3 後1

2次の導関数を利用して、グラフの凹凸を調べることができる。 3 後6
関数の媒介変数表示を理解し、媒介変数を利用して、その導関数
を求めることができる。 3 後7

不定積分の定義を理解し、簡単な不定積分を求めることができる
。 3 後9,後11

置換積分および部分積分を用いて、不定積分や定積分を求めるこ
とができる。 3 後12,後13

定積分の定義と微積分の基本定理を理解し、簡単な定積分を求め
ることができる。 3 後10,後11

分数関数・無理関数・三角関数・指数関数・対数関数の不定積分
・定積分を求めることができる。 3 後14,後15

簡単な場合について、曲線で囲まれた図形の面積を定積分で求め
ることができる。 3 後10

評価割合
試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 70 0 0 0 0 30 100
基礎的能力 70 0 0 0 0 30 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


